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本報告書は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成したものである。



序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たす ものと期待されている。今後、

データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待される。さらに海

外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献および自由な情報流通の確

保の観点か らも必要である.し かしながら、現在わが国で流通しているデータベースの中でわが国

独自のものは3割 にす ぎないのが現状であ り、わが国デ一一夕べb-・一・スサ・一・一■ビスひいてはバランスある

情報産業の健全な発展を図るためには、わが国独自のデータベースの構築およびデータベース関連

技術の研究開発を強力に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベース振興センターでは日本自転車振興会から機械

工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発について民間企業、団体等に対

して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的に重要で、また地域お

よび産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベースの構築 とデータベース作成の効率

化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術であ

る。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・技術開発促

進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

このrVAN用 デ一夕ベ■一・一ース管理システムの開発」は平成2年 度のデータベースの構築促進およ

び技術開発促進事業 として、当財団がシャープ株式会社に対 して委託実施 した課題の一つである。
この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成2年 度デ・一・・■夕べースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題は次表のとお

りである。

平成3年3月

財団法人 データベース振興センター



平成2年度 データベース構築促進・技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1形 態学的コメン トを含む病理データベースのフィー

ジビリティ調査

2災 害情報データベース支援環境の構築

3AV/MARCの たあの分類索引データベース構築

4気 候情報データベースの構築

5健 康の自己管理 と病気予防データベースの構築

6シ ルバーエイジの実態及び生活に必要な情報のデー

タベース構築のための調査研究

7交 通事故調査データのデータベース化に関する調査

研究

㈱エス ・ピー ・オー

㈱防災都市計画研究所

㈱ダインメディアサービス

㈱エムテーエス雪氷研究所

㈱ コンピュータコンビニエ ンス

美崎高齢者福祉互助会美崎生活

館

(財)日 本 自動車研究所

地域 活 性 化

中小企業振興

8ア ジア太平洋交流データベースの課題性の研究

9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域データと分析 ・提

案手法を統合化 した企画支援 システムデータベース

の構築

10ネ ットワーク化された地域情報データベースの有効

なマネジメントにっいての調査研究

11徳 島市中小商業振興データベースの構築

12九 州地域の人材情報データベース構築

㈱西日本新聞社

パラシュー ト情報開発研究会

札幌凸版印刷㈱

セ ントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

㈱ニ ューメディア徳島

(財)九 州産業技術セ ンター

海 外

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データ

ベース構築

14海 外規格(ソ 連邦国家規格)デ ータベースの整備

15政 府開発援助(ODA)に 関す るデータベースの構

築調査

16専 門用語データベースシステムの機能 に関する調査

研究

17専 門家データベース構築事業

コムラインインターナ ショナル

㈱

日本電子計算㈱

(財)日 本国際協力 システム

アイ ・エ ヌ ・エス㈱

(財)海 外貿易開発協会

技 術

18VAN用 デー タベ ース管理 システムの開発

19レ コー ドマネ ジメ ン ト用辞書 管理 システムの開発研

究

20建 築CAD用 拡張可能 デー タベ ースの プロ トタイプ

作成

21先 進複合材料デ ー タベース ・プロ トタイプの作成

22マ イ クロコ ンピュー タの プログラマブル周辺 デバイ

スのデ ータベ ース化

23書 誌 データベ ース用ダイナ ミック ・シソー ラスの可

能性調査 と実験

シャープ㈱

㈱オフィス総研

三菱電機㈱

(財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会

(社)日 本 システムハウス協会

㈱紀伊國屋書店



1,

本報告書の内容

目次

シ ステム開発の概要

1.1シ ス テム開発の 目的

1.1.1課 題選定の背景

1.1.2課 題選定の理 由

1.1.3シ ステム 開発項 目

1.2シ ステム開発手法

1.2.1開 発システムの 特徴

1.2.2実 施内容

1.3開 発 システ ムの効果

1.3.1文 書デ…一命タペースユー・・一喝ザ要求条件

1.3.2開 発プロ グラムの効果

1.4開 発システムの発展性

1.4.1グ ルー プウェアへの発展性に関す る考察

1.4.2メ ンタルモデルへの発展性に関す る考察

2.シ ステム機能モジ ューールの詳細

2.1文 書情報入手 関係の機 能

2.1.1情 報登録 関係機能

2.1.2パ ソコン通信機能

2.1.3電 子メール機能

2.2文 書 ビュー作成用 機能

2.3配 布関係の機能

2.3.1フ ァクシ ミリ通信 機能

2.3.2英 日置換 機能

2.4ユ ーザ ビュー関連の機能

2.4.1ユ ーザ ビュー入力 用機能

2.4.2ユ ーザ ビュー作成用機 能

2.5デ ー タベース改良 機能

2.5.1デ 一 夕ベ・一…ス情 報メンテナンス機能

2.5.2ユ ーザ ビューメンテナンス機能

付録1参 考文献

付録2パ ソコン通信システムプログラム説明書

一1一



7

1シ ステム開発の概要

1.1シ ステム開発の目的

1,1,1課 題選定の背景

情報化時代に入って、多種多様な情報が随所にあふれ、情報の消化率は僅か数%に まで

落ち込んでいるように思える。真に必要 とする情報、つまり質の高い情報を、的確に必要 と

する人へ、提供 し、情報活用の効率化に寄与することを、情報の提供者は要望されている.

各社は検索業務を効率化することにより、このユーザ要求にアプローチ してきた.ア メリ

カにおいては、文書検索システムであるBasisが 広く利用されている.汎 用コンピュー

タやパソコン等において利用可能なシステムである。日本においても、(財)デ ータベース

振興センターの助成を受け、当社はミニコン上で利用可能な日本語の文書検索システムST

DB(SetTheoryDataBase)を 開発 している。これ らシステムの有効性は高 く評

価されている。しか し、従来の情報提供側からのアプローチに、情報受給側か らのそれを加

え、双方向化することにより、さらなる高度化が期待 されている.

本開発システム、即ちVAN用 デー一夕ペ・・…ス管理システムは、より確度の高い情報を入手

可能 とする方策を提供するものである。

1,1,2課 題選定の理由

情報入手に関するユーザ要求は利用分野毎に、さらに言えば、ユーザ毎の要求は多様化 し

ている。このため、要求のモデル化がシステムの基盤 とならざるを得ない.

データベースに存在する膨大な文書情報から、システムが的確な情報をユーザに提供するた

めに、ユーザ要求条件をまとめることが、最優先課題であるとした.

さらにユーザモデル とシステムモデルに対する概念モデルの検討を行い、前述のユーザ要求

条件を精密化することに役立てた。同時に、この結果を逆に両モデルに反映 し、それらの精

密化に役立てた。

本開発システムの特徴は、文書データベースの検索用キーワー ドがファジィ情報量を持つ

ことである。情報受給側の個人毎の検索要求を記述するユーザ ビューと、情報提供側である

データベース中の文書毎の付加情報である文書情報ビューをファジィ理論に基づいて関係付

ける機能を開発することを目的としたものである.こ の関係付けがユーザ要求条件を満たす

モデルを実現可能 とした。

1,1.3シ ステム開発項 目

本システムの開発項目を以下に箇条書にまとめる.

(1)文 書情報データベースシステムにおけるユーザ要求定義する.
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(2)文 書単位毎のシソ■一・一■ラス及び全体的なシソーラス、そしてその使用状況に関する

情報である文書情報ビューを定義する機能を開発する。

(3)仮 の シソ一一ラス とキー・一ワ一一・一ド、そ して文書情報の使用履歴 を記 述す るユ ・一・一・ザ ビュー

を定義す る機能 を開発す る。

(4)ユ ■一・一・ザ ビ ュ 一一と文 書 情 報 ピ ュ ・一・一■を フ ァ ジ ィ理 論 で 関 係 付 け る 機 能 を 開 発 す る 。

(5)上 記の各機能を利用する最良のマンマシンインタフェ…一■スの実現する。

従って、本システム開発は、より的確な情報を活用できるデータベース管理システムの実

現を可能 とした。後述するように、本VAN用 デ一夕ペ■・・一・ス管理システムは最近脚光を浴び

つつある電子メールとデータベースを基本とし、コンピュータを用いたグループでの協調作

業を支援するシステム即ちグループウエアの中核機能も含めたもの となっている。

グループウェアの視点から見た本システム開発の特徴は、以下の2サ ブシステムをパソコ

ン上に構築 し、独立性または分散性の高い発展性豊かなことである。両サブシステムを分散

処理により付加 し、画期的なグループウエアへの方向付けも行えた。

・電子メール情報変換入力サブシステム

・ファクシミリを中心 としたイメージ情報通信サブシステム

1.2シ ステム開発手法

1.2.1開 発システムの特徴

本システム開発手法の特徴はまずその第1歩 として、文書情報検索および配布における諸

問題を分類 し、これ ら課題 を解決する要求条件の究明を行ったことにある。

特に文書処理システムの運用における諸問題について、ユーザモデル と概念モデルの立場か

ら調査 し、ユーザ要求条件をまとめた。

あわせて情報処理技術の最高難度にあるメンタルモデルの一つの方向性を示すことも目指

した.コ ンピュータを意識する必要が無いデータベース端末機器を開発す るための、システ

ム要求条件 を盛 り込んだつ もりである。

本開発システム機能と開発手法の特長を以下に述べる。
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(1)シ ステム機能の特長

・情報を真に必要 とする人へ、質の高い情報を的確に提供可能 とした。

受給側の情報選別手段に加え、データベースに蓄積 した膨大な情報か ら、システムが

的確な情報を自動的に選択 し配布可能 とした。

・既存文書を文書情報 ビューによ りグループ化と階層化を計 り、多面的に活用可能

とする。既存のデータ構造をそのまま利用でき、複数の応用毎にデータ構造を変更

することは不要 となった。

・データベース管理者、構築者指向システム とした。

誰もが容易にデータベースを構築でき、専任のデータベース管理者は不要 となった。

(2)開 発手法の特長

・UNIXとMS-DOSを 用いたオープンシステム とした。

システムを他のコンピュータに簡単に移植でき、ハー ドに依存 しないシステム とした.

・多目的に応用展開可能なシステム構造 とした。

パソコン電子メール と電子掲示板機能を分散処理的に付加 し、先進的グループウエア

を容易に実現で きるもの とした。

(3)基 礎理論の特長

・多岐に渡る利用形態における運用上の諸問題を考察 し、システムモデルをま とめ、

ユーザ要求条件を明確化した。

・システムモデル、ユーザモデル、そして文書の概念モデルを実現 した。

個人毎のシソーラス情報と、文書単位毎のシソーラスを利用 し、各モデルを定義 した.

・ユーザ ビェーと文書情報 ビューをファジィ情報量で関係付けた。

ファジィ理論を基に相反的な条件である、検索率と適合率を同時に向上させ得た.

1,2,2実 施内容

上記目的を達成するために以下の作業を行った。

(1)ユ ーザ要求仕様の検討

・システムモデルを検討した。

・ユーザモデルを調査検討 した。

・文書操作に係わるユーザ要求条件を検討 し作成 した。

・文書の寿命に係わるユーザ要求条件を検討 し作成 した.

・文書の構造自体に係わるユーザ要求条件を検討 し作成 した.
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・文書データベースのアーキテクチャに係わるユーザ要求条件を検討し作成 した。

・システムモデルを定義した。

(2)文 書情報 ビt'一定義機能の検討

・文書の分野毎に良い例文を定義し、キーワー ドを自動的に取り出す機能を検討 した。

・文書概念モデルの調査検討を行った.

・文書情報ビューを構成するキーワー ドのファジィ情報量を定義する方式を検討 した。

・文書毎のファジー情報量を体系化し、文書を横断的に体系化する手法を検討 した。

・管理情報を付加する機能を検討 した。

・管理情報を文書ビューに反映する機能を検討 した。

・文書 ビューに基づき文書の概念モデルを定義 した。

(3)ユ ーーーザ ビュー一定義機能の検討

・ユーザ毎のキーワー ドとシソーラス情報を動的に入力する手法を調査 し、検討 した。

・ユーザ毎のキーワー ドとシソーラスにファジー情報量を定義する手法を調査 し、

検討 した。

・誰がどの文書を使用 したか、ユーザ毎に履歴を管理する方式を検討した。

・文書 ビューと上記情報に基づきユーザビューを作成する手法を調査、検討 した。

・ユーザモデル記述方式 を検討した。

(4)ビ ューの関係付け機能検討

・メンタルモデルを調査 した。

・的確な情報を得るために、ユーザ ビューと文書ビューを関係付ける機能を検討 した。

・関係付けた結果、必要な部分が選択されることを確認 した。

・ユーザモデル記述システムを検討 した。

(5)プ ログラム仕様作成

・上記(2)か ら(4)に て検討した内容をプログラム機能仕様書にまとめた。

・要求仕様と既開発済みのSTDB文 書検索システムモジュールとの適合性を検討 した。

・ビューの処理機能以外は既存プログラムの変更に努め、新規に作成する部分を絞 り、

開発効率を高めた。

・文書ファイルにおける光ファイルの活用範囲を明確に定義 した。

・電子メールの情報を変換 しデータベース化する効率の良い方式を検討 した。

・ファクシ ミリを中心 としたイメージ情報通信方式を検討した。

(6)プ ロ グラム コーデ ィング

・当社製UNIXコ ンビュー明夕IX-11を サーバ と し、MS-DOSパ ソコン を

ク ライア ン トとす るシステムに開発 環境を設定 した。

一5一



・他コンピュータへの移植性を充分考慮し、プログラムを作成 した。

システムのソフ トウェア機能モジュールの構成を以下に示す。

・電子メールシステムなど他システムより情報を収集 し、管理用付加情報と共に

ファイルする文書情報入手機能。

・管理用付加情報に基づき会話的に文書情報を分野に分け
、各分野毎に様式 と例文

を定義し、ファイルする情報登録機能。

・文書毎のシソーラスを自動的に作成 し、文書毎の文書情報ビューを作成する機能。

・文書毎の文書情報ビューか ら全体の文書情報ビューを半自動的に抽出する機能。

・英文情報を加工 し、検索 し易い情報 とする機能。

・ユーザ毎の仮のキーワー ドとシソーラスを会話的に入力し定義する機能。

・文書情報ビューとユーザ毎の仮のシソーラスを基に、ユーザビューを自動的に

作成する機能。

・文書ビューを用いデータベースの情報を半自動的に改良する機能。

・使用履歴に基づきユーザビューを自動的に改良する機能。

1,3開 発システムの効果

1,3.1文 書デ一夕ペースユー・'・ザ要求条件

文書データベースに関するユーザ要求条件を調査し、開発システムの要求条件を作成し

た。要求に基づきシステムモデルを作成 し、システム開発の方向をまず定めた。

(1)文 書処理における操作

文書処理用のユーザインターフェースは極めて多岐にわた り、各人各様 と捕らえるべきで

ある。本開発は文書処理に関す るユーザ要求を入手、配布、操作の3段 階に分類し、それぞ

れの課題を把握した。文書処理操作の3段 階において、利用者に共通性のある要求を見いだ

した。これら3段 階の要求に対応し、ユーザモデルを基本3タ イプとした。

(a)文 書入手の課題

・受け入れ情報履歴管理、入手状況記録を簡略化したい。

・欠陥情報を簡単に追跡 し、情報品質の維持管理を行いたい。

・入手情報の板敷管理 と更新情報の差 し替えを簡略化したい。

・データベースは利用されるほ どデータベース計画段階の費用見積以上に各種情報を

入力せざるを得なくなり、入力費用は級数的に増加する。

初期設計においては費用は、最小化 したい。
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(b)情 報配布の課題

・複写作業の効率化を計りたい
。

・正 しい板敷管理を行い
、無駄な複写を減少させたい。

・正しい版数の配布、更新指示管理を行いたい。

・データベースは利用されるほど
、配布情報を要求する部門または個人が増加 し、

データベースの計画段階の見積以上に、維持費用は級数的に増加する。

初期設計においては、費用は最小化 したい。

文書入手 文書配布 文書 操作

品

質

対

経

済

効

果

受け入れ

クレーム

版 数

複 写

版 数

文書内容操作

属性抽出操作

属性定義操作

廃 棄 廃 棄 廃 棄

入力費用 維持費用 廃棄費用

図1-1文 書処理操作の分類 と主な費用

(c)文 書検索操作の課題

・文書内容検索 と属性検索の2種 類の方法を要求する
。

・シソーラスの維持管理を簡単化 したい
。

・内容検索の適合率をできる限 り向上 したい
。

・キーワー ドのシソーラスを使い未熟運者も容易に検索可能 としたい
。

・組織変更や担当者移動など属性及び属性値定義を簡単に維持管理 したい
。

・データベースは利用 されるほど、不要なデータ破棄 し、有効データを蓄積する

要求が増大する。データベース計画段階の見積以上に、維持費用は級数的に増加する。

初期設計においては最小化したい。
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(2)文 書の寿命(ラ イフサイクル)

データベースの価値を決定するのは、データの中身であることは言 うまでもない。

しかしデータの品質を維持することは費用がかかるものである。また逆に言えば、システム

の成否は費用の増加率により計数可能 とも言え、データの品質維持費はデータベースを使え

ば使 うほど急増することを覚悟する必要がある。ハー ドウェア及びソフ トウェアに対する初

期投資に比べ、データベース構築費は高価であ り、さらにこれ らを合計 した初期投資に比

べ、維持運用費はさらに高額 となるのが一般的であろう。

データベース運用費用を相対的に減 らすために、同じデータを長期間に渡 り多人数が利用

すること、即ち文書の寿命 と共有化が効果がある。使用頻度を高めれば、単位情報当りの費

用効率、即ち情報の生産性を向上させることが可能 となる。

(a)ユ ーザの複数化による効率化

・入力データを共有化 し、一人当りの費用 を軽減することが可能となる。

このためには、各人が使い易いインターフェース と、情報の中身に対 し発想し易い、

情報の構造が必要 となる。

・内容検索と属性検索の両者が必要 となる。

1人 で使う場合は文書属性を使用したほ うが簡便である。所が他人が作成したものや

年月を長く経たものは、内容に頼 らざるを得ないことも多い。

・ある個人の分類法または発想法が、他の人 と異なるという困難な課題を解決する必要

がある。

A.個 人用文書か多数用か

如何に個人用 を減 らせるか

B.更 新可能か不可能か

如何に全面変更 を減 らせるか

一時的な文書 か永久保存か

如何に一時的文書 を減 らせ るか

図1-2文 書を長寿命化する要件
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(b)変 更データの減少による効率化

・変更が少ない、廃棄が少ないデータをデータベース化する事が重要 となる。

・一般的に個人用文書は寿命が短 く
、個入用は寿命の点からも減少 させるべきである。

・文書情報は作成直後に変更される確率が最 も高く
、データを経過時間の観点から管理

することが重要 となる。

・た とえ情報を更新する事態となっても、全面変更をしなければ当然寿命は長 くなる。

全面変更 と破棄が文書情報の死であ り、これを避ける。

(c)情 報の永久保存化による効率化

・情報を各段階及び時間経過と共に充分に整理することが、最終的な費用である破棄費用

の効率化に唯一有効な対抗策である。

・数少ない応用事例の経験からだが、破棄の条件を明確に定義した、破棄作業を容易に

行える情報は、逆説的に長寿命な情報と言える。

(3)文 書情報の構造化

(a)情 報の構造化

情報の構造化 こそ検索、版数管理、配布更に破棄を行う基礎である。電子化された情報は

紙の媒体に比べ保管、配布さらに処理において自由度が大である。本システムのモデルの基

本は文書情報を目に見える紙またはフロッピのごとき少容量の媒体である実体と直接結び付

けて管理することである。これはオフィスにおいて、極めて有効であることが実証されてい

る.電 子化情報の 自由度故に、不明なモデルによる管理は困難な事態を招き易いと言えよ

う。

(b)標 準文書様式

共有化のために文書構造を決め、各人が勝手に自分流の文書を作成することを避ける必要

がある.デ ータベース管理者によるゴミ掃除 を減少することに大いに役だつ。手の込んだ見

た目美 しい文書 も、もし適正な構造化を計うていなければ、融通がきかない、メンテナンス

できない情報 とな りやすい.あ らかじめ標準文書様式を決めることは、構造化作業の効率を

向上するのに大いに役立つ。

(c)目 に見える実体に基づ くモデル

責任の細分化 と組織化を情報の実体と一致 させるモデルが、ユーザ要求の変化、組織変

更、担当者移動等の変動に常に迅速に対処でき、さらに迅速な情報更新を可能 とする柔軟な

基盤 となると確信するものである。
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A.柔 軟 構i造 体

宇目関'陛 、

マ ル チ メ デ ィ ア 文 書 モ デ ル
構 造 化 事 務 所 オ ブ ジ ェ ク

D.緩 や か な 構 造 体
標 準 文 香 様 式 、

図1-・3文 書 デ …一・タ ベ ・・…一ス 要 求 条 件

一般の実世界、例えばオフィスに写像し、理解 しやすい構造を持つデータベースのモデル

を作ることが、本資料において、我 々が提案するシステムモデルの基本コンセプ トである。

情報の管理者がその文書ファイルの保有者であることがキーである。

このためにオフィスの大型ロッカー、個人の脇机の引出し、個人机の引出しに対応 しデー

タベースを構築することが必要である。

(4)文 書 デーー夕べースの構造

(a)フ ァイルサーバ

システム構築を単純化 し、運用を効率化するために、ファイルサーバを以下の3シ ステム

に分類すべきである。

・動 的フ ァイル

・現行 フ ァイル

・ア ーカイブフ ァイル

オフィスにおいては、動的ファイルサーバは個人の机の引出しに対応するものであ り、作

成中のファイルを格納するものである。動的ファイルサーバは、同時性、ロック、修復の機

能を提供する。現行 ファイルサーバはオフィスにおいては、当期の情報を格納する。

一般的に部門にとって最も重要なファイルロッカである。従って機密性、特権性を提供する

ことが重要 となる。アーカイブファイルサーバは過去のデータを格納する、大型のフ ァイル

ロッカに写像されるものである。
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各ファイルサーバが管理する記憶域は単一ノー ドに存在する。他のサーバが管理すること

を可能 とすると、版数管理など運用上の支障が起きがちである.オ フィスの実体モデルで言

えば、ある現行ファイルサーバの情報を管理する人の机に、情報ファイルが存在する単純な

モデルが好ましく、この考え方によりシステム構築を行 うべきである。

ファイルサーバはオフィスのシステムの必須要件である。さらにこの他にVANへ の応用

を考慮すると、以下のサーバが必須と考える。

・印刷サーバ、高品質の レーザ印刷装置や電算写植機。

・端末サーバ、大規模なパソコンネット端末への画面サービス。

・ネットワークサーバ、ログイン及びネットワークの会計情報計算等を提供。

(b)ク ライアン ト

文書処理の操作において既に述べた様に、文書処理を入力、配布、操作の3タ イプに分類

し基本ユーザモデル とする。さらにこの考え方を単純化することがユーザのメンタルな問題

発生の最少化に役立つものであ り、担当者の役割分担をクライアン トシステムの役割分担に

写像すべきである。基本タイプ以外にも全 く同 じ考え方を適用する。

　

動 的

フ ァイル サーバ

ク ラ イ ア ン ト1

ワー ク ス テ ー シ ョン

同 時 性 、 ロ ッ ク 、 修復

現行

フ ァイルサ ーバ

クライ アン ト2

特殊 装置OCR

機 密 性 、 特 権 性 、許可

アー カイブ

フ ァイルサーバ

ク ラ イ ア ン ト3

フ ァ ク シ ミ リ

版数管理

図1-4構 造(ア ーキテクチャ)の 要点
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クライアン トは入力、配布、操作に対応する少なくとも3種 類の専用タイプが必要であ

る。これら、それぞれにパソコンを制御装置とするクライアン トを当てはめ、モデル化を行

うことが好ましい。

・操作者向けのクライアン トのタイプ1の ワークステーシ ョン.

・入力者向けのクライアン トのタイプ2の 入力専用機、例えばOCR.

・メール担当者向けのクライアン トのタイプ3の 情報配布専用機、例えばファクシ ミリ.

クライアン トをこれ ら3タ イプの専用システムとし、それぞれを各種パソコンを用い構築

することにより極めて大きな柔軟性を得て、システム構築費さらに運用費を軽減できる。最

近のワークステーシ ョンやパソコン等は強力であ り、複合システムを構築するに充分な性能

を有 している。しか し複合システムを導入すれば、運用ノウハウを教育すると言う別の困難

な問題を引 き起こし、さらに運用費用を増加させることが予想できる。

入力のクライアン トについて言えば、入力用漢字OCRの 進歩はこの1、2年 目ざましく

日本語文書デ・・一・夕べース とお互いに、良い相乗効果を生んでいると言 えよう.日 本語OCR

を積極的にデータ作成業務に活用し効率化を計るべきである.

互換性、リモー トコピー、シーケンシャル出力等の単純性か ら運用の容易さから、配布の

クライアン トの最 も重要なシステムはファクシ ミリと考える。レーザプリンタの有効性は操

作のクライアン トに用いるソフ トウェアに大きく左右 される.

一般的には操作のクライアン トはユーザモデルの細分化に対応し、更に細かく分類 した方

がモデルが単純になる。例えば翻訳者、レイアウ ト担当者、システム開発者等である.

文書情報データベースの トータル費用は、もしそのシステムが成功を修めれば、入力費、

維持費、破棄費に大 きく依存し、ハー ドウェアの費用は極めて小さな部分を占めるのが常で

ある。

(c)フ ァイルサーバの性能要求条件

前項において、システム構築を単純化 し運用を効率化するために、ファイルサーバを以下

の3シ ステムに分類 した。これ らのハー ドウェアに対する要求性能をまとめる.文 書情報検

索においては、性能こそ最重要の要求条件であ り、ユーザのメンタルモデルの問題を含め全

ての問題を軽減する特効薬である.
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表1-1フ ァイルサ ーバの タイプ毎のハ ・一・一■ドウ ェア要 求条件

カ テ ゴ リ

動 的

フ ァイ ル

シ ス テ ム

現 そテ

フ ァ イ ノレ

シ ス テ ム

ア ー カ イ ブ

プ ア イ ノレ

シ ス テ ム

言己'1意容 量 1-100Mb 100Mb-2Gb 1-200Gb

言己ε1意媒 体 磁 気 磁 気 磁 気 ・

光 磁 気

応 答 日寺間 0.8-5秒 1.5-20秒 4-200秒

貝貿合 検 索
一 時 的 な

名 称

内 容 ・

修 正

内 容 ・

¶多 正

更 新 制限無 し 制 限 イ寸き 制 限 付 き

オフィスについて言えば、動的ファイルは個人机の引出しか ら取 り出され、机の上にす ぐ

置けるファイルである。高速再検索要求に応えるために、1秒 以下の応答性が要求 される。

ファイル名等の属性値による検索が主体であ り、ハー ドウェア自体の性能要求はそれほ ど厳

しくない。従ってパソコンの性能により、充分よいシステムを構築できる。

現行ファイルサーバはオフィスでいえぱ、当期の情報を保管する最重要ファイルであ り、

物理的に中容量のファイルを属性値と内容のスキャンにより、中程度の応答時間内に検索す

る能力が要求 され る.UNIXの 多機能性を最も生かせる領域であり、一般的に高性能ワb・・一ー

クステーシ ョンが広い適用性を持つ領域である。

基本的に光ファイルはアーカイブファイルに適しているが、イメージ情報の蓄積のために

現行ファイルシステムに利用するのも、価格的には好ましい。しか し維持管理の問題か ら、

イメージ入力はOCRや キ…一輪ボー ド入力不可能なデ…一■夕に止めるべきであろう。

アーカイブファイルについては、過去の大量データを内容検索する必要があ り、即ち大量

情報をフルベ・一・一■ジスキ ャンする必要がある。3タ イプの中で最 もハ■一・一・一ドウェア負荷が大き

い.た とえもし1分 の応答時間を許容されても、数10か ら数100MIPSの 大型計算機

能力を必要 とする。このため単なるワークステーションでは性能的に適用範囲が狭め られ、

少なくともスーバ ミニを使用 し、そのファイル能力を充分に活用すべ きである。
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1.3.2開 発プ ログラムの効果

(1}文 書処理操作への対応

(a)情 報配布の効率化

情報受給者にとって必要な情報のみ を的確に提供 し、データベースシステム等情報活用効

率を著 しく改善 した。

例えば海外最新情報は英語により記載されている事が多い。我々日本人に とって流 し読み

は困難であり、必要情報かの判断だけにも極めて時間をとるものである。英日用語辞書を用

いる置換機能により、英文中の日本語やその用語の出現数を簡単に読み取れ、容易に判断す

ることが可能となった。

またキーワー ドに関して一定条件の出現率をプログラムすれば個人毎に要求情報を的確に

配布できる。英 日置換機能の使用法を以下に示す。

・英語情報をそのまま検索する利用法。

*英 語情報を日本語と英語のキーワー ド両者を使い検索できる。

*英 文最先端技術情報の重要性を日本語により判断できる。

*日 本語のキーワー ドを使用 し検索できる。

*英 字新聞の見出し文は特に理解が困難。見出 しに代わる判断手段が欲 しい。

*市 販されている電子化英文情報か ら有効な情報を比較的容易に抽出できる。

・簡易翻訳 としての利用法。

*日 本文翻訳費用と時間を掛けたく無い。

*翻 訳を行 う場合、用語を統一できる。

*翻 訳速度を向上できる。

配布作業の効率化がもた らしたメ リッ トを以下に示す。

・紙の情報を減らし、オフィスの空間効率を高め、紙の消費量 を減少できる.

・情報を他のパソコンに短時間に配布できる。

・作成時間 と入手時間のタイムラグも減 らせる。

・イメージを含む電子媒体文書をファクシ ミリへ直接送信可能 とし、複数の

ファクシ ミリへ も同時に送信でき、効率と質を高められる.
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(b)文 書検索操作の効率化

本操作の基本は情報分野と用語の両シソーラス即ち文書ビューである。そしてそれを基に

個人に対 し、シソーラスの案内情報即ちユーザビューを提供する検索手法が特徴である。属

性値の検索と内容検索を同時に提供し、維持管理の容易なシステムを開発するベースとな

る。運用 しやすいシステムを容易に構築可能とするものである。

情報の受給者であるユーザにとって、不必要な情報が排除され、的確な情報のみが供給さ

れるため、著 しく効率が改善できた.情 報全体を検索 しなくとも、文書情報ビューを検索

し、情報の有効度をある程度推定可能 となった.ユ ーザは不要情報を印刷した り、伝送する

回数を減少でき、合理化できた。

検索操作の効率化がもたらしたメリットを以下に示す。

・既検索済み文書に関連する情報がデータベース中に存在すれば簡単に検索できる。

・個人が仮のシソーラスを定義すればシステムが自動的に情報の在処へ案内する。

・不慣れなユーザもすぐにデータベースを使用でき、教育期間を短 くできる。

(2)文 書の長寿命要求への対応

(a)情 報維持管理の効率化

文書 ビューは文書間の関連付けを行 うものであ り、極めて似た内容の文書は極めて似たま

たは同一の文書 ビューとなる。従って、不注意に登録 したファイルを捜 し、板敷管理に用い

る事が可能 となった。さらにデータベース等に蓄積された文書情報使用回数を計数 し、活用

頻度の推定に役立てることができた。不必要情報の排除など、データベースのメンテナンス

が容易 となった。

情報メンテナンス機能の高度化がもた らしたメリッ トを以下に示す。

・文書ビューを板敷管理用情報 として利用し
、維持管理が可能である。

・情報利用度を容易に推定でき、不要情報の調査ができる。

・作成時に破棄条件を明確化していない文書も検索し、有効度を判断できる。

(b)シ ソーラス維持管理効率の向上

情報のメンテナンス以上にシソーラスのメンテナンスは費用と時間がかかるものである。

フルページスキャン検索は100%の 適合率は期待できず、情報を分野に分け蓄積せざるを

得ない。このためのシソーラスを作成する手間が内容に基づく検索手法の普及を妨げている

最大の理由とも言 える。キーワー ドと情報分野の両シソーラスを最大限自動的にメンテナン

スで きることを第一目的に定めて、文書ビューは定義されている。
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シソーラスメンテナンス機能の高度化が もたらしたメ リットを以下に示す。

・データベース導入が容易になる
。

・内容検索応答時間を短縮できる
。

・他人のまたは共通のシソーラスを利用 して
、即時に情報を容易に検索できる。

・管理者はシソーラスのメンテナンス
、情報のメンテナンスをし易くなる。

(3)文 書情報の構造化要求への対応

(a)情 報の構造化作業効率の向上

特定ユーザが必要 とする情報の集合を特定するために、共通キーワー ドと個人毎検索要求

を記述するキーワー ドを整合化 し情報を提供する機能を提供した。この要求を実現するのが

ユーザヒュー機能である。

情報の構造化作業の効率化がもたらしたメリットを以下に示す。

・文書検索操作の課題を解決すると同時に以下のメ リッ トが存在する
。

・誰もが容易に自分の検索条件を定義し
、自動的に必要情報を入手できる。

・キーη一 ドの維持作業が個人に任され
、運用作業が楽になる。

・他人の ビューに影響 されず
、適合率を自分で工夫 し向上できる。

(4)シ ステム構造要求への対応

(a)フ ァイルシステムの効率化

動的ファイルの構造化が文書情報システムの成功不成功に大 きく係わる。本システムのシ

ステムモデルは単純で分かりやす く、動的ファイルシステムの位置づけを最大のキーポイン

トとしている。

現行 ファイルシステムの高度化がもた らしたメリッ トを以下に示す。

・情報管理を各人に分散でき、大 きな情報単位まで個人のレベルにまかせ られる。

・データベース管理者はアーカイブファイル管理作業に絞 り
、作業できる。

・イメージ情報も現行ファイル として使用可能 となる
。

・パソコンを現行ファイルサーバに使用でき
、ハー ドウェア及びソフ トウェアの

費用低減と関連する入出力操作の標準化を計 り易い。
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1.4開 発システムの発展性

1.4.1グ ル・・…Lプウェアへの発展性に関する考察

グループウエアの定義は多様であるが、グループウエアの定義に不可欠なことは、コン

ビコ.一夕を用いること、グループでの協調作業を支援するシステムであること、の2点 であ

ろ う。加えて以下の機能が各定義に共通の機能と言えよう。

・文書 を入力し編集するワープロ機能。

・電子メールや電子掲示板による情報交換機能。

・文書 を保管、検索する文書データベース機能。

・イメージ情報も処理できる各種のクライアン ト機能。

・グループ毎の情報共有を促進する機能。

本開発システムの基盤はビューの考え方であ り、この考えに基づ く各種モジュールは以下

の機能を含んでいる。

・パソコンを入力、配布、操作用端末として活用する機能。

・パソコン用ソフ トウェアによるワープロ文書情報を管理する機能。

・3種 類のファイルサーバか ら構成される、柔軟で単純な文書デ一夕ペ…一ース機能.

・検索率 と適合率を同時に高め情報共有を促進する機能。

本開発システムはパソコンのソフ トウェアにより、以下の高度な配布機能を付加 されてい

る。従って、グループウェアの基盤 として応用展開可能なもの と言えよ う。

・パソコン電子メールプログラムを使った電子情報配布機能。

・ファクシミリをパソコンと連動し、送受信端末とした情報配布機能。

既に述べたごとく、本データベース管理システムは構築性と維持運用性に優れている。 し

かもパソコンの機能を生かし、これを端末としている。このため文書情報操作に極めて優れ

たものである。本システムに、以下に示す高度な周辺装置を付加 し、情報配布機能をさらに

高めることにより、 トータルVANシ ステム環境となるものである。

・印刷装置の高度化。

高速高品質のレーザ印刷装置および電算写植機を備え、情報配布機能を高める。

・端末サーバ機能の高度化。

大規模なパソコンネットワークを対象に、広域への情報配布機能を高める。
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・ネットワークサーバの高度化。

各種ネットワークとの接続及びネッ トワークの会計情報計算等ネッ トワーク管理

を強化 し情報配布機能を高める。

1.4.2メ ンタルモデルへの発展性に関する考察

メンタルモデルにも様々な定義が存在 し、一般に不完全かつ不安定であると言われてい

る。人間の直感や常識などルール形式では工学的に表現不可能な情報を、定式化 し表現を試

みるモデル論であ り、止むを得ないと言えよう。

我々はメンタルモデルをより具体化 し、工学的に役立つもの とするため、以下の定義を新た

に加えた。

・現実の適用システムにおける、人間の問題を対象 とする。

・対象適用システムに対する人間の捕 らえ方、願望を構成する。

・コンピュータが物理的、実時間的に処理できるモデルを議論する。

・モデルを記述する作業量は妥当であ り、それは完全にシステム化されている。

既に述べたごとく、本開発の文書情報データベース管理システムは、ユーザの不注意や考

え違いによる情報の汚染を最小限にすべ くユーザのモデル化を行っている。 しか も上記の条

件に合致 しユーザのモデル化 も行っている。

従って我々はある程度メンタルモデルを定義 したと考えている。以下にこの分野における

本システムの成果を再度まとめる。

・文書管理の体系をオフィスのモデルに写像 し、ファイルの在処を容易に記憶可能と

なった。

・現行ファイルを定義 し、オフィス担当者の業務 との関連を明確化 し、誤 りを減少 した。

・クライアン トをユーザのモデルに応じて分類 し、運用を容易に した。

・文書の内容を概念化 し、文書情報ビューにあ らわし、それ らの整合化を計るシステム

を開発 し、運用 を容易にした。

・ユーザの要求をキーワー ドにより表現し、ユーザビューを定義し、検索の対象を

特定 し、案内をすることにより適合率を向上 した。

既に述べたごとく、ユーザのモデルをさらに細か く分類 し、操作用クライアン トのタイプ

をこれに対応させ、整備すれば、益々、運用が楽になることが期待できる。コンピュータを

全く意識させず、情報端末機器とだけ見えるのが理想的な端末である。翻訳用ワープロや学

童用ワープロ、その他が本開発の要求条件から推定できよう。
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■

2.シ ステム機能モジュールの詳細

2.1文 書情報入手関係の機能

電子メールシステムなど他システムより収集 した情報を、管理用付加情報 と共にファイル

する機能を説明する。以下に入手関係の主な機能サブシステムの構成を示す。

2.1.1情 報登録関係機能

情報を入手 し、それをデータベースに登録するために、適用業務によって決まる各種付加

情報を文書情報に付加する機能である。図2-1に 本機能モジュールの入出力関係を示す。

入力 機能と処理 出力

・文書情報 ・文書情報より重要事項を抽出する。

・ワープロ機能により付加情報を入力する
。

・文書情報の保管場所を入力する
.

・作成文書 をデータベースへ登録する
。

・付加情報付き

文書情報

図2-1情 報登録機能の入出力関係図

ワ…一ープロ機能により漢字 を主体に表現 し、記載すべ き付加情報の内容を以下の表2-1に 示

す。付加情報は情報の内容をユーザ とシステムが推定す るための基礎データである。

できるかぎり簡潔に必要項目と内容の説明を行 う。

表2-一 ■1付 加情報の 内容

情報の名称

情報の内容

配布先

作成日

作成者名

保管場所

追記

文書情報を概略説明する付加情報の名称。

文書情報の概略説明。

付加情報付き文書情報の配布先。

付加情報を作成した年月日。

付加情報を作成した担当者の名称。

付加情報付き文書情報の格納場所。

必要が有れば入手先、入手方法、版数を記述。

本開発の適用システムにおける付加情報を図2・-2に 示す。
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名称 【コンピュータシステム管理者マニュアル 】保管 【PRM.MAN】

内容 【システム管理に必要な機能 と操作を説明 】

[・ピラミッドテクノロジー社よ り入手]

【・コンピュータ室内書庫にコピーあ り。]

[1

【 】

配布先[米 国花子]

作成日 【90年11月20日 】作成者 【日本太郎 】

図2-2付 加情報の入力様式の例

2,1.2パ ソコン通信機能

作成 した文書情報や検索 した文書情報を配布等を行うパソコン通信機能を説明する.パ ソ

コン通信を情報入手に使用する利点は下記の通 りである.

・コンピュータ操作に慣れていれば、最新技術情報を容易に入手できる.

・パソコンネットの情報は一般的に文字データのみを使用 しており、データベースに

登録し易い。

・翻訳された情報が広 く提供されてお り、日英用語辞書をつくり置換用データを作成

することに役立て られる。

・同じ機能を情報配布手段として も簡単に使用できる.

本機能の概要 と入出力関係を以下の図2-3に 示す。

なお、ユーザのモデルは、主としてデータベース管理者であり、情報 を収集する業務担当者

も使用する。

入力 機能と処理手順 出力

・ユーザID ・ホス トか ら文書をダウンロー ドする。 ・該当文書

・パ ス ワ ー ド ・ニフティサーブか ら情報を取 り込む。

・電話番号 ・他のユーザへ情報を送信する。

・デ ー タ ・文書データベースへ自動接続する

ベース名 ・ホス トからフ ァイルを読みだす。

・文書名

図2-3パ ソコン通信機能の入出力関係図

本機能を使用し、パソコン通信サービスのニフテ ィサーブへ接続 し、情報を入手できる.
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他のパソコン通信サー ビスへ も若干のソフ ト機能の追加により、同様に最新情報を入手でき

る。

パソコンネットからデータをアクセスするために、本機能を使用す る場合を例に とり、一

般的な手順 と機能モジューールとの対応関係を図2--4に 示す。

+一 回線接続情報設定

+一 回線種類設定

+一 フ ァイル ダウ ンロー ド

回線接続に必要な情報を設定する。

機密の点から、使用時に電話番号及びパスワー ド

を入力する。設定する項目を以下に示す。

・発信する回線種類(内 線か外線)

・発信する回線方式(プ ッシュボタン式か

ダイヤルパルス式)

接続するアクセスポイン トの電話番号を指定する。

接続するパソコン通信のパスワー ドを入力する。

指定 した電話番号へ、設定 した利用者

IDと パスワー ドを使い自動接続する。

接続が完了すると、パソコン通信

ホス トの接続画面があらわれる。

パソコン通信ホス トよ りファイル

をダウンロー ドする。

図2--4パ ソコン通信による情報入手機能モジュール

パソコン通信により取 り込んだ情報に管理用付加情報を付けデータベースへの入力データ

とする例を以下の図2-一'5に 示す。
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名称 【ビッグブルーの新 しい襲撃 】保管 【アシス ト

内容 【アシス ト・ライン90123

[・IBM大 型メインフレーム新世代製品を9月 初めに発表

【・25年 ぶ りの最大のニュー・・bス

【・富士通がビッグブルーのマシンよりも高速メインフレーム

【・

配布先 【米国花子

作成日 【90年11月20日]作 成者{日 本太郎

(内容を以下に示す。)

アシス ト・ライン90123

ビッグブルーの新 しい襲撃

メインフレーム ・ユ ーザーをめ ぐる争いが悪化

9月 初め 、コン ビュー・…一テ ィング業 界は二L・ 一ヨPtク 州Poughkeepsie

に注 目 した。そ こはIBMが 大型 規模、 「メ インフ レ…一■ム」 と呼 ばれ る

コン ピュータの 新世代製 品を発表す る ところであ った。

Newsweek

l990.9.17

仲 略)

(以上で例終わ り)

図2-5登 録用文書情報の例

2,1,3電 子メール機能

入力文書情報を送信 したり、検索 した文書情報を配布するために、電子メール機能を利用

する。本機能を使用する税 点は下記の通 りである。

・パソコン用のデータ形式をそのままデータベースに格納 し、パソコンに情報を簡単

に伝送できる。ワープロ文書形式、イメージ形式、プログラム形式で もそのまま

対応するパソコンソフ トで処理できる。

・フロッピィディスクを配送に使用する、手間 と時間を節約できる。
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・通信の記録をとり
、配布情報の管理を行い易い。

本機能は電子メール送信機能と受信電子メール編集機能より構成される。モジュール構成

を以下の図2-6に 示す。

電子メール機能

1

+一 電子メール送信機能

1

+一 受信電子メール編集機能

図2-6電 子メールの構成

(1)電 子メール送信機能

以下の図2・-7に 電子メ一一ル送信機能入出力関係を示す。

入力 機能と処理の手順 出力

・メ ー ル ・電子メール発信に必要な値を設定する
。 ・送信電文

設定値 ・メールヘ ッダを使い送信先への

メールを入力し作成する。

・送信先 を記述する
。

・送信情報 ・電子メールへ送信情報を添付する
。

・電子メール を送信する
。

図2-一'7電 子メーーール送信機 能入 出力 関係

パソコンネットの他のユーザに文書を送信するために、本機能を使用する場合を例にと

り、一般的な手順 と機能モジュ・一ルの対応関係を以下の図2--8に 示す。

なお本機能のユーザのモデルは一般にコンピュータに不慣れなユーザである。
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電子メール送信機能

+一 電子メール送信値設定

+一 メールヘ ッダ作成

+一 電子メール作成

+一 送信先記述

十一メールヘ ッダ

添付

+一 メール送信

・送信に必要な以下の値を設定する。

・電子メールシステム名ヘ ッダ。

・ユーザ名

・ネットワークとの接続方法

・送信に使用するメールヘッダを作成する。

メモを記入する。

・送信情報を作成する。

・送信先その他を記述する。

・送信すべき情報にメールヘッダを添付する。

・メールを送信する。

上記手順は、は じめて送信を行 う時 と、

変更を行 うときに必要である。

運用状態では添付 と送信を行 う。

図2--8電 子メール送信機能モジュール構成

電子メール機能を使用 し、ワープロにて作成 した文書データベース用情報を送信する例を

説明する。環境としては下記の通 りである。

・大学 との情報交換の為にネットワークには構内電話回線及びNTT公 衆回線 と

モデム(1200ボ ー)を 使用 した。

・送信情報は、MS-DOSフ ァイルが主体である。ワ・…プロンプ トの一太郎にて作成

した、用語辞書の送信 とその誤 りの指摘に使用する。

・A4文 書を30か ら40秒 にて送信可能であ り、ファクシミリと同程度である.

・ワープロで作成 したデータをそのまま送信でき、編集作業 を受信側でも行える.

さらに編集済みのファイルを送 り返せる。
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以下に送信ヘ ッダをつけた送信情報の例を図2・一・9示す。

From

To

Cc

Bcc

送信日

送信文書名

次回送信予定

XXUNIV.

SHARPCORP.

1990.ll.20

yaku.jxw

l990.11.27

(以 下 送 信 内 容)

1200～13

・統 合 戦 略 統 合 が 危 険 を 意 味 す る 時 。

IntegrationStrategies

Whenintegrationmeansinsecurity.

・幹 部 向 け 報 告 書 大 企 業:ISは ひ ど く 地 勢 を 読 み 違 え た 。

ExecutiveReport

Globalfirms:HowISmakesgeographyirrelevant.

・XXXXX社36百 万 ドルの打撃:赤 字は見込より大 きい、

しかし製品 とサービスの更新は使用者を多少救済。

00

Page73,

Page91,

XXXXXXtakes$36皿illionhit:redinkgreaterthanprojected,

butproductandserviceupdatesgiveuserss◇merelief.Page4.

(以下省略)

図2-9電 子メールの文書例

(2)受 信電子メール編集機能

電子メールの受信ファイルであるインポクスからワープロ文書情報を簡単にとりだし、

データベースへの登録用情報 として編集する機能である。

本機能のユーザのモデルはコンピュータに不慣れな一般の担当者である。
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以下の図2--10に 受信電子メール編集機能の入出力関係を示す。

入力 機能と処理手順 出力

・受信 ・受信電子メールをインボ ックス ・メールの内容

か ら取 り出す。

・文 書 ・連絡事項をメールヘ ッダか ら読む。

メール ・ヘ ッダを削除す る。

・電子メールの送信内容情報

を取 り出す。

図2-10受 信電子メール編集機能入出力関係

パソコンネッ トの他ユーザが送信 した文書を開封 し、本機能によりデータベース用の文書

として編集を行 う。

本機能を使用する場合について、一般的な手順と機能モジュールの対応関係を、以下の図

2-11に 示す。

本機能モジュール 受信メール編集手順

受信電子メール編集機能

1

+一 電子メール送信照合値 電子メールを開封するに必要な以下の値を入力する。

1 ・電子メールシステム名

1 ・ユ ーザ 名

1

1

+一 開封 と内容読みだし

1

+一 メールヘ ッダ削除

・ネットワークとの接続方法

送信された電子メールを受信する。

受信 した電子メールに添付された

送信情報を取 り出す。

上記手順の開封に必要な値の設定は、はじめて

送信を行 う時 と、変更を行 うときに必要である。

通常の運用状態では開封と削除を行う。

図2-11電 子メール受信機能モジュール構成
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電子メール機能 を使用 し、ワープロにて作成 した文書データベース用情報を送受信 し、文

書編集を行い、付加情報も付けた文書例を図2-12に 示す。

名称[情 報関係英文紙見出 し翻訳1保 管[XX大 学]

内容1コ ン ピュータ ・ワー一・一・ル ド901001]

[・IntegrationStrategies(統 合戦略)]

[・IS]

[・XXXXX社 打撃 赤字]

配布先 【米 国花子]

作成 日 【90年11月20日]

作 成者[日 本太 郎]

内 容

・統 合 戦 略 統 合 が 危 険 を 意 味 す る 時
.

IntegrationStrategies

WhenintegratiOnmeanSinSeCUrity,

・幹 部 向 け 報 告 書 大 企 業:ISは ひ ど く 地 勢 を 読 み 違 え た
。

ExecutiveReport

Globalfirms:HowISmakesgeographyirrelevant,

・XXXXX社36百 万 ドル の 打 撃;赤 字 は 見 込 よ り大 き い
、

し か し 製 品 と サ ー ビ ス の 更 新 は 使 用 者 を 多 少 救 済 。

Page73.

Page91,

XXXXXXtakesS36millionhit:redinkgreaterthanprojecte《i
,

butproductandserviceupdatesgiveuserssomerelief .Page4.

(省 略)

以 上 情 報 は 終 わ り

図2-一 一12編 集後の電子 メ・一…ル文書の 例
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2.2文 書情報 ヒュー・・作 成用機能

文書の内容をユーザが短時間に理解す る為に文書情報ビューを作成する。文書中に出現す

る語句(ワ ー ド)と その出現回数によって、文書の内容の特性が示されている。文書情報

ピZ.一一作成機能は、例えば1節 、稟議書1通 、などに出現するキーワー'一ド文字列とその複合

語を抽出し、文書の単位毎のシソーラスを作成する。

本機能はこのシソーラスをベースに、その文書グループ集合全体について、統合的なシ

ソーラスを作成するものである。

文書情報 ビz-一作成機能の入出力関係を以下の図2--13に 示す。

入力 機能と処理手順 出力

・単位文書 ・複数回出現し意味のある文字列をキーワー ドとし ・キ ー ワ ー ド

の集合 抽出する。

・上記キーワー ドにて構成 される複合語も自動的に ・文書単位

・最上位 キーワー ドとし抽出する. シソーラス

指定 ・複合語を構成するワー ドのキーワー ドの下位概念

とし複合語を捉え、シソーラスを作成する。 ・全体

・ファジィ真理値をもとに各文書単位に最も出現する シ ソー ラス

キーワー ドを文書集合全体の上位キー ワー ドと ・最 重要

して、シ ソーラスを作成 する。 キー ワー ド

・文書集合全体のシソーラスを完成するまで、上位

キーワー ドの選択 とシソーラス作成を繰 り返す。

図2・一・13文 書情 報 ビz.一一作成機能入 出力関係

文書情報ビュー作成機能モジュ一一ル と文書ビュー作成手順を以下の図2-r14に 示す.

一28一



文書情報 ビュー作成

+一 文書単位シソーラス作成

+一 キーワー ド作成

+一 文字列抽出

+一 キーワー ド指定

+一 複合語抽出

+一 文書毎シソーラス合成

+一 一一上位 キー ワー ド指定

+一 一一上 位シ ソー ラス結合

文書ビュー作成手順

集合内の文書毎のシソーラスを作成する。

各文書のキーワー ドを抽出作成する。

文書を文書単位にわけ、文書単位毎

にあらわれる文字列を抽出する。

キーワー ドとして意味があるものを指定する。

文書ファイルから複合文字列を取 り出す。

抽出されたキーワー ドが文書単位内に出現する

回数により対象文書単位にシソー ラスを合成する。

文書毎に最上位キーワー ドをユーザが定義する。

キーワー ドの出現数を基にしたファジィ値によ り

自動的に文書集合全体のシソーラスに結合する。

図2--14文 書情報ビュー作成機能モジa-一ル構成

文書単位シソーーラスを作成する対象の文書例を以下の図2--15に 示す。

ファイルやディレク トリはすべて、それに対応付けられ

たグループがあ ります。ファイルの所有者は常にある

グループに割 り当て られており、(以 下省略)

図2-15文 書単位シソーラス作成対象文書例

システムが自動的に抽出 した文字列 と出現回数の例を以下の図2--16に 示す。
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chgrp

グループ

変更

ファイル

所有権

ディレク トリ

対応付

図2--16自 動的に抽出 した文字列

ユーーーザがキーワー ドとして意味のある文字列 を選択 した結果の例を図2-17に 示す。

chgrp

グループ

変更

ファイル

所有権

ディレク トリ

図2-"17キ ーワー ド候補選択結果の例

システムが上記のキ…一ーワー ド候補を基に、文書単位から抽出 した複合語を、図2-18に 示

す。その出現回数は複合語の末尾の数字により表現する。

グループ ・フ ァイル ・3 デ ィ レ ク ト リ ・フ ァ イ ル ・1グ ル ーーーブ 指 定 ・1

図2-18キ ー一・一ワ一一■ド候補よ り抽出 した複 合語 の例

システムが複 合語 とキーワー ド候補 をもとに作成 した、ある文 書単位 シソー ラスの 例 を以

下の図2・-19に 示す。最上位 キー ワ・一・・一ドであ るグルー・・プフ ァイル所有権変更 はユ ーザが 自

分で定 義 し入力 した 。

グルーブファイル所有権変更一+一 グループー+一 グルーブファイル

十一グループ指定

十一フ ァイル一 十一グル ーブ フ ァイル

+一 デ ィレク トリフ ァイル

十 －chgrp

+一 変更

+一 デ ィレク トリーデ ィレク トリフ ァイル

+一 所有権

図2-19グ ルー プフ ァイル所有権変更 を最 優先キー ワ…一命ドとす るシソーラス
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システムが作成 したその他の文書単位シソーラスの例を以下の図2-20に 示す。最上位

キーワー ドであるファイル所有権変更はユーザが自分で定義 し入力 した。

フ ァイル所有権変更 一+一 所有権

十－Chown

+一 変更

+一 所有者

図2-20フ ァイル所有権変更を最優先キーワー ドとするシソーラス

文書情報ビュー機能はファジィ真理値を使い、各文書単位のキーワー ドに上位キーワー ド

を定義 し、シソーラスを文書単位毎に作成する。ユーザが文書単位毎に、最上位のキーワー

ドを1つ 定義 しさえすれば、システムが自動的に文書単位のシソー'一ラスを結合 し文書全体の

シソーラスを作成で きる。

システムが図2-・19、 図2・一一20の シソ・・一ラスから自動的に所有権 ・変更を更に上位の

キーワー ドとして作成し、合成 した例を図2-21に 示す。

所有権 ・変更

+一 グル ーブ ファイル所有 権変更+一 グループー+一 グル ープ ファイル

+一 グルー プ指定

十一ファイル一 十一グル ープ フ ァイル

+一 デ ィ レク トリフ ァイル

十－chgrp

+一 デ ィレク トリーデ ィレク トリフ ァイル

+一 フ ァイル所有権変 更 一一 一一+-chown

+一 所有者

図2--21所 有権 ・変更 を最優先 キ…一■ワー ドと して結合 したシ ソー・`一ラス
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2,3配 布関係の機能

既に述べたごとく、電子メール機能はパソコン上にて作成したワープロのデータを容易に

配布でき、検索した情報も簡単に配布できる。本システムは特徴ある配布方式 として以下の

2つ の機能を提供している。

・ファクシミリを受信端末 とするファクシミリ通信機能

・英文中の用語を日本語に置換して配布する英 日置換機能

上記の機能は情報配布作業の効率向上に大いに役立つ。

2,3.1フ ァクシミリ通信機能

ファクシ ミリ通信機能は、ファクシ ミリを受信端末 とし文書や画像情報を配布する.

本機能の開発は下記図2-22に 示す装置に基づいている.

装置名称 ファクシ ミリアダプタ

(株式会社HAL研 究所製HALFAX9600EX)

装置概要 ・パソコンのプ リンタポー トに接続 し使用する。

・プ リンタ用 コー ドをフ ァクシ ミリ用 コー ドに変更 し、送信す る.

・コー ド中に以下に示す制御用命令を記述 し、実行可能である.

制御命令例(送 信先電話番号指定、ファクシミリ送信時追記指定、

送信モー ド指定、送信結果レポー ト作成)

図2-22文 字情報と画像情報伝送装置概略

ファクシ ミリ通信機能入出力関係を以下の図2・-23に 示す.

入力 機能と処理手順 出力

・送信文字情報 ・配布する文書や画像情報に、送信先 ・フ ァクシ ミリ

・送信画像情報 の電話番号と送信モー ドを付加する. 互換データ

・作成 した文書文字情報を送信する。

・画像情報もあれば画像情報を送信する.

・文書を送信 した結果を記録に残す。

図2--23フ ァクシミリ通信機能の入出力関係

一32一



フ ァクシ ミリ通信機能 のモジューール構成 と、一般的な手順 を以下の図2-'24に 示す 。

本機能モジュール ファクシ ミリ通信手順

ファクシ ミリ通信機能

1

+一 電話番号付加

1

1

+一 文書送信

11

1+一 文字情報送信

1+一 画像情報送信

1

+一 送信結果記録

・配布する文書や画像情報に、送信先ファクシミリ

の電話番号と送信モー ドを付加する。

・作成した文書をファクシミリへ送信する。

・ファクシミリへ文字情報を送信する。

・ファクシ ミリへ画像情報を送信する。

・文書を送信 した結果を記録に残す。

図2--24フ ァクシミリ通信機能モジュール構成

ファクシミリ通信機能は、ワープロ等を使用 し作成した文書データベース用情報を送信す

る。本ファクシミリ通信機能の文書例を図2・一一・25に 示す。下向き矢印は変更箇所を示す。

ファクシミリを使用す るため、変更の指定は手書きも可能であ り、自由度が大きい。

↓世界的企業の情報システムは 流動的。

・幹部向け報 告書 大企業:ISは ひ どく地勢 を読み違 えた。

ExecutiveReport

Globalfirms:HowISmakesgeographyirrelevant.

↓DBメPtカ ↓$36M

・XXXXX社36百 万 ドルの打撃;赤 字は見込よ り大 きい、

しか し製品 とサ ー ビスの更新は使用 者を多少 救済。

XXXXXXtakes$36millionhit;

Page91.

redinkgreaterthanprojected,

butproductandserviceupdatesgiveuserssomerelief.Page4.

図2-25フ ァクシミリ送信文書の例

上記の手順を以下に概略説明する。

・パソコンからデータベースに接続 し、文書情報を検索する。

一33一



・ワープロにて作成 した文書を通常のプリンタへの印刷 と同じ操作にて希望す るファ

クシミリへ送信する。

・パソコンからプログラムを実行 しファクシミリに命令を送 り
、画像情報 も送信

する。

・複数の配布先に同時に送信す る
。

・プリンタに送信結果を記録する
。

2.3.2英 日置換機能

海外最新情報は英語により表現されている事が多く、必要情報か否かの判断だけでも、極

めて時間をとるものである。英日置換機能は、英語文書内の用語を対応する日本語に置換

し、一時的に文書を作成する。英日置換機能は配布情報の簡易翻訳 として役立つ。

薬 日置換機能入出力関係を以下の図2-・26に 示す。

入力 機能と処理 出力

・薬日対訳用語辞書

・英文文書

・辞書から対訳一覧表を作成 し、

英文文書内の用語を最長一致法

にて日本語に置換する。

・置換文書

・対訳一覧表

図2-26薬 日置換機能の入出力関係

本乗口置換機能モジェールの構成要素 と手順の関係を以下の図2-27に 示す。

英日置換機能

+一 対訳一覧表作成 薬日対訳用語辞書から、英語と日本語の

対訳一覧表を作成する。

入力された英語文書内に対訳一覧表に存在する

英語文字列があれば対応する日本語文字列に

置き換え、置換文書を作成する。

図2-27英 日置換機能モジュール構成
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文字列置換機能の詳細を以下に示す。

*ま ず複数の用語より成 り立つ熟語を優先し、用語数の多い順に

一致する用語を置き換える(最 長一致法) 。

・例 とえば、辞書の記述は以下の通 り存在 し、artificialintelligenceを

人工知 能に置換す る。

artificia1形 容 詞 人 工 的

artificialintelligence名 詞 人 工 知 能

*大 文字、小文字は基本的に異なる文字 として処理する。

ただ し、辞書の見出し語が小文字の場合、先頭文字のみ大文字の単語 も

置換する。

・例 とえば辞書の記述 は以下の通 り存在 し
、design、Designの 両方 を設 計に

置換す る。

design名 詞 設計

・例 とえば、AT&Tに ついて辞書の記述にAT&Tが 対応 していて も、

at&tは 存在 してお らず 、at&tはAT&Tに 置換 しない。

AT&T 名詞AT&T

*単 語の途中を置換する。

但 し、先頭から途中まで同じものに限 り、途中か ら同 じものは置換 しない。

・品詞の記述は置換には関係しない。文法上のチェックは行っていない。

例 とえば、辞書の記述に従いoptiona1の 先 頭のoptionを 任意 選択に置換す る。

optiona1は 任 意 選 択a1に な る 。

。ption名 詞 任意選択

薬日対訳用語辞書例を以下の図2-28に 示す。複合語は構成 ワ一一ドの位置に記載する。
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system名 詞 シ ス テ ム

commercialsystem名 詞 事 務 用 シ ス テ ム

generalpurposeco㎜ercialsystem

名 詞 汎 用 事 務 用 シ ス テ ム

dedicatedsystem名 詞 専 用 シ ス テ ム

embeddededsystem名 詞 埋 め 込 み 型 シ ス テ ム

operatingsystem名 詞 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

systemcall名 詞 シ ス テ ム 呼 び 出 し

SystemV名 詞SystemV

taileredsystem名 詞 特 別 仕 立 て シ ス テ ム

図2-28用 語辞書の一部

・置換処理用の対訳一覧表は、英語の語数の多い順に並べる。

・並び順に置換を行う文字列として処理する。

・ブラケットはアッパケース、ロアケースの両者のケースがあ り得るとして置換を行う。

例えば【Aa】は、Aま たはaで あることを示す。

対訳一覧表の一部を以下の図2-29に 示す。

[Gg】enera1-purpose【Cc】ommercial

【Cc】ommercia1【Ss】ystem

【Ee】阻beddeded【Ss]ystem

【Dd]edicated【Ss】ystem

【Oo]perating【Ss】ystem

【Bb]usiness【Ss]ystem

【Tt]ailered【Ss]ystem

圧Ss】yste皿[Cc】a11

【Ss】ystemiii

[Ss】ystemV

【Ss】ystem

汎用事務用システム

事務用システム

埋め込み型システム

専用システム

オペレーティング ・システム

事務処理システム

特別仕立てシステム

システム呼び出し

System

SystemV

システム

図2-29置 換用対約一覧表の一部の例

OCRで 入力を行った、置換対象の英語文書の例を以下の図2-30に 示す.
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MIServerperfomancespanstherangefromsuperminicomputersto

whathavetraditionallybeenconsideredmainframecomputers.Yetit

offersthisperformanceatsupermicrotosuperminiprices.Pyramid

Technologycanoffersystemswiththisvaluebecauseoftwo

technologiesitpioneeredinthecommercialmarketplace:RISC

architectureandsymmetricmultiprocessing.

図2-一 ・30置 換対象の英文の例

英文 を用語辞書によ り見出し語検索を行い、内容で置換 した文書の例を以下の図2'一'31

に示す。

MIServer性 能spansthe範 囲fromス ・一ー一1S-一.ミニ コ ンsto

whathavetraditi。nallybeenconsideredメ イ ン フ レ …一ーム 計 算 機s,Yetit

offersthis性 能atス ー バ …一・マ イ ク ロtoス ー パ ー ミ ニ コ ン 価 格s.ビ ラ ミ ッ ド

テ ク ノ ロ ジcanofferシ ス テ ムswiththisvaluebecauseoftwo

技 術itpioneeredinthe事 務 用 市 場:RISC構 造(ア ー キ テ ク チ ャ)

and対 称 型 多 重 処 理.

図2--31内 容で置換 した文書

本機能を使用し、入手した英文情報を重要度を判定しやすい配布情報へ変換可能である。

さらに、文字列置換機能に、以下の機能を加えることは効果が高いと考えられる。

・複合語の途中に改行記号やタブがあっても置換する。

・複合語の途中のスペー・・スは半角、全角が2個 あっても1個 として置換す る。

・行末のハイホネーシ ョン処理を行い置換する。

・品詞別にいくつかの異なる訳がある場合に特定の品詞(例 えば名詞)

を優先する。

2,4ユ …一・hザビュー関連の機能

一般的に初期ユーザは検索したい文書情報カミ どのデータベース分野の中で提供 されてい

るか、知らずに検索を行っていることが多い。データベースシステムの検索ガイ ドが無い、

もしくは非常に少ないガイ ド情報 しか無いことが多い。検索を有効に行 う上で重要な、デー

タベース自体の概要を把握するまでに、ユーザは多 くの時間を費やす ことになろう。本問題

を解決するためにユーザビュー関連の機能を提供 した。
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2.4.1ユ ー・一ザ ビュー入力用機能

ユーザ ビュー入力用機能は、ユーザの検索要求に基づきユーザビューを形成する為の定義

体を入力するものである。

ユーザの要求はシソーラスの形式を用いて表現する
。これを仮のシソーラスおよび仮の

キーワー ドと呼び、その仮のキーワー ド毎に重要度を表す重み値を定義する。重み値は大、

中、小の3レ ベルがある。

ユーザヒュ一一入力用機能の入出力関係を以下の図2-32に 示す
。

入力 機能と処理 出力

・仮キー ワー ド

・重み値

・仮 シ ソー ラス

・検索要求をあらわすキーワー ド

とシソーラスに重み値をつけ

定義体を入力する。

・ユ ー ザ ビ ュ ー

図2-32ユ ーザ ヒュー入力用機能入出力関係

仮キーワー ドと重み値を定義する方法を以下に説明する。

・キー ワ・一・一■ドと重み値 をタブに て区切 り
、1キ …一・一ワー ド1行 内で入力する。

・重 み値は大、 中、小の いずれ か一つを入力す る。

重み 値の未定義 値は中である。

・シソー ラスは、下位のキー ワー ドを1欄 段落 ちして入力す る。

仮 キ ー一・一ーワ …一ードと 重 み 値 の 例 を 以 下 の 図2-33に 示 す 。

所有権

変更

ユーザ

ファイル

ディレク トリファイル

大

大

中

小

小

図2・ 一一33キ ・一・一■ワ ー ド と重 み 値 の 例

図2・ 一一33の 例 で は 、 キ ー・■ワ …一・一ドで あ る フ ァイ ル は 、 キ ー ワ ー ドで あ る デ ィ レ ク ト リ フ ァ

イ ル を 下 位 キ ー ワ ー ド とす る 。
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2.4.2ユPtザ ビュー作成用機能

ユーザビュー作成用機能は仮キーワー ドと重み付けを用い、データベースに登録 されてい

る文書情報ビューをファジィ真理値を用いて評価する。評価結果からユーザの検索要求に適

しているデータベース名とシソーラスからなるユーザビュー定義体を構成する。

ユ・一・一■ザビュ…一一作成用機能の入出力関係を以下の図2-34に 示す。

入力 機能と処理手順 出力

・ユ ー ザ ・ユーザビュー入力機能で定義体を作成する
。 ・ユ ー ザ

ビュー ・文書情報 ビューに定義したシソーラスを得る
。 ビュー

定義体 ・シソーラス と定義体との適合度を

ファジィ真理値を用いて評価する。

・文書情報 ・評価値 によ りユーザ ビュー(デ ータベース

ビュー 名及びシソーラス)を リス トする。

図2-34ユ ー・・一・一ザ ヒ ュ 一一作 成 用 機 能 入 出 力 関 係

ユー一・一ーザ要求に基づ きシステムが文書 ビュー・を生成す る。表 示例 を以下の図2-35に 示す 。

データベース分野候補 マニュアルデータベース

次候補はシステム入門

管理者向けマニュアル

+一 変更 ・所有権

1

+一 グループファイル所有権変更

ll

l十 一グループ

ll+一 グループ指定

ll

l十 －chgrp

l

+一 ファイル所有権変更

1

十－chown

+一 所有者

(重要度大)

(重要度中)

(重要慶大)

(重要度小)

(重要度中)

(重要度小)

(重要慶大)

(重要度中)

(重要度大)

(重要慶大)

(重要度小)

図2-35ユ ーザ ビューの表示 例
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ユーザビュー表示関係の補足説明を以下に記す。

・ユーザ検索要求条件キーワー ドを含むデータベース名と、それに関するシソーラス

を表示する。

・重み値が大きいキーワー ドを多数含む文書 ビュー即ちシソーラスを優先して

リス トする。

・情報分野 とキーワー ドに重要度を付加する。

2,5デ 一夕ベ・一・一■ス改良機能

時間の経過 と共に、情報を逐次追加 し更新し活性化 しなければ陳腐化する。その反面、情

報を追加し更新する時にも、データベースに不必要な情報が混入 しデータベースの維持管理

が困難になっている。この問題を解決す るためにデータベースを改良する機能を提供 した。

本機能はデータベース管理者が使用する文書情報やユーザ情報の保守支援ツールである。

2.5.1デ ー・■夕べース情報メンテナンス機能

追加、更新を行う文書データに関する文書情報ビューを作成する。既にデータベースに登

録されている文書の文書情報ビュー と、現在登録を行う文書情報の文書情報ビューとを比較

する。ファジー真理値を用いた比較結果の値を作成する。データベース管理者はこの値を参

考に して、文書データ候補に対する追加、更新を決定する。

データベース情報メンテナンス機能の入出力関係を以下の図2-36に 示す。

入力 機能と処理手順 出力

・登録用文書

文書情報ビュー

・既登録文書

文書情報ビュー

・文書データ候補の文書

情報ヒューを作成する。

・フ ァジ真理値により既登録文書の

文書情報ビュー との比較を行 う。

・登録用文書 ビュー

・登録用文書

・類似文書名

・文書類似度

図2-36デ ータベース情報メンテナンス機能入出力関係

2.5.2ユ …一■ザ ビx-一メンテナンス機能

本機能は、ユーザビュー入力作成機能を使用し、ユーザ ビューの補正データを入力 もので

ある。ユーザの検索要求に対応 して、ユーザビューを修正する。適した検索結果が得 られた

データベース名、検索シソーラスを含む適正なユーザ ビューから検索結果がユーザ検索要求

に一致する様に補正キーワー ドおよび補正シソーラスとを入力す る.
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ユーザ ビューーメンテナンス機能入出力関係を以下の図2-37に 示す。

入力 処理 出力

・ユ ーザ ビュー

定 義体

・補 正シ ソー ラス

・補 正キー ワー ド

・ユーザビュー定義体が作成する

シソーラスを補正する。

・ユーザ ビュー定義体仮キーワー ド

を取捨選択しキーワー ドにする。

・ユ ーザ ビュー

定義体

図2-37ユ …一・ザ ビューメ ンテナ ンス機能入出力関係

一41一



付 録1参 考 文 献

[1]G.ア ン ダ ・一・一喝ソ ン 、P,ア ン ダ ー・・一ソ ン 、

UNIXCSHELLフ ィ ー ル ドガ イ ド、1S・一ソ ナ ル メ デ ィ ア 、1987

【2】 エ イ ホ カ 一 三 ハ ン ワ イ ン パ ー ガ ー 共 著 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語AWK、 ト ッパ ン 、

1989

【3】 ヒ ・一夕 ・グ レ イ 著 、 論 理 ・代 数 ・デ ■一・一■タ ペ ー ス 知 の 工 学 の 基 礎 、 産 業 図 書 、

1990

【4】 玄 光 男 監 訳 、UNIX&C用 語 辞 典 、HBJ出 版 局 、1990

【5]シ ャ ー プ(株)、 デ ・…■夕 べ ー ス 構 築 促 進 及 び 技 術 開 発 に 関 す る 報 告 書

集 合 論 に 基 づ く知 的 文 書 検 索 シ ス テ ム の 開 発 、(財)デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー 、

1988

【6】 シ ャ ー プ(株)、 デ …一■タ ベ ー ス 構 築 促 進 及 び 技 術 開 発 に 関 す る 報 告 書

集 合 論 に 基 づ く知 的 文 書 検 索 シ ス テ ム の 開 発 、(財)デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー 、

1989

【7】 シ ャ ー プ(株)、 デ ー タ ベ ー ス 構 築 促 進 及 び 技 術 開 発 に 関 す る 報 告 書

バ イ ナ リ モ デ ル に 基 づ く 先 端 的 文 書 検 索 シ ス テ ム の 開 発 、

(財)デ ーータ ペ ー・・一・一ス 振 興 セ ン タ ーー一、1990

[8]KurtJ.Schmucker著 大 谷 和 利 訳 、

オ ブ ジ ェ ク ト指 向 プ ロ グ ラ ミ ン グ 上 ・下 、 日 本 ソ フ トバ ン ク 、1990

【91K.J,シ ュ マ ッ カPt著 鬼 沢 武 久 訳 、 フ ァ ジ ィ 集 合 自 然 言 語 演 算 と リス ク 解 析 、

哲 学 出 版 、1990

【10]野 口 正 一 監 修 疋 田 定 幸 著 、 分 散 型 デ ーー夕 べ ー ス シ ス テ ム 入 門 、 オ ー ム 社 、

1989

[11】MauriceJ.Bach著 、UNIXカ ー ネ ル の 設 計 、 共 立 出 版 、1990

【12]RobertJohansen著 会 津 泉 訳 、 グ ル ー プ ウ ェ ア ビ ジ ネ ス チ ー ム に よ る 新 し い

コ ンUユ 一喝夕 利 用 、 日 経BP社 、1990

【13】 レ イ ン ピ ン 著 、A〈 一一.タプ ルUNIXプ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム 間 の 互 換 性 、

哲 学 出 版 、1989

114】ACM、ProceedingsofHYPERTEXT`89、ac皿press、1989

[15]CESoftware、QM-QMBRIDGEAdministratorManua1、CESoftware、1990

116]CESoftware、QUICKMAILAdministratorManual、CESoftware、1990

117】CESoftware、QUICKMAILUserManual,CESoftware、1990

118]RexHogan、Practica1GuidetoDatabeseDesign、PrenticeHall、1990

【19]A.R.Hurson.L,L.MillerandS,H.Pakzad、ParallelArchitecturesforDatebase

Systems、IEEE、1989

【20】DeyiLiandDongboLiu、AFuzzyPrologDatabaseSysytm、

ResearchStudiesPress、1990

【21]FrederickH.Lochovsky、EntityRelationshipApproachtoDatabaseDesign

andQuerying、North-H◇11and、1990

【22】U.Pankoke-Babatzed、 、ComputerBasedGroupComunication:TheAmigo

ActivityModel、Halsted/JohnWiley、1989

【23]UlkaRodgers、UNIXDatabaseManagementSystems、YourdonPress、1990

【24]S.ShlaerandS,J,Mellor、Object-OrientedSystemsAnalysis、

YourdonPress、1988

【25]B.Shneidemanet,a1.、HypertextHands-on:AnIntroductionToANewWayof

rganizingandAccessingInformation、Addis◇n-Wesley、1989

126]W.RichardStevens、UNIXNetworkProgramming、PrinticeHa11、1990

【27]C.Thanos、Multi-MediaOfficeFiling、North-Holland、1990

【28]S,B,ZdonikandD.MaierEds.、ReadingsinObject-OrientedDatabaseSystems、

MorganKaufman、1990



付録2パ ソ コン通 信 ・システムプ ログラム説明書

1.本 説 明書の 記述方法
・ア クセ スポ イン トをA/Pと 略 している

.
・例に おいて、ユーザが入力 した部分にアンダー ライ ンをつ けてい る。
・↓は[Enter】 キー押下 を示す

。

2.ソ フ トウ ェアの起動

MS-DOSコ マ ン ドライン よ り'NIFTY'と 入力 し、 夕一・ミナル ソフ トを起動す る。

例:A:¥>NIFTY↓

起動 後、以下の 画面 を表示す る。

ター ミナルソフトメインメニュー

1)接 続

2)設 定(利 用者ID、 内線/外 線、ダイヤル方式)

3)終 了(MS-DOSに 戻る)

モー ドを選択して下さい。(デ フォル トは'で す)

通信を行 う場合は1、 各種設定を行う場合は2を 選択する。
設定内容の詳細をr3.通 信システム設定手順」にて説明する。

3,'通 信システム設定手順

回線接続に必要な情報を設定する。設定する項目を下記に示す。

・利用者ID登 録

・発信する回線種類
、内線か外線かを設定

・発信する回線方式
、プッシュボタン式かダイヤルパルス式かを設定

設定方法を以下に示す。

注意:設 定された情報はMS-DOS環 境変数内に格納されており、再度設定変更されるま
で有効である.但 し、RAM上 にあるMS-DOSシ ステムが壊れた場合設

定内容はすべて失われる。

メインメニュー一より2を 選択すると以下の画面を表示する。

設定メニュー

1)利 用者ID変 更

2)電 話回線設定(種 類、方式)

3)終 了(メ インメニューに戻る)

機能選択 して下 さい。
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上記画面表示後、設定又は変更 したい項 目を選択する。

3,1利 用者ID設 定変更

設定メニューより1を 選択すると以下の画面を表示する。

利用者ID変 更

新 しい利用者IDを 入力 して下 さい。

上記画面表示後、変更する利用者IDを 入力する。[Enter]キ ーのみを入力 した場

合、設定メニューに戻る。

入力後、以下の画面を表示 し、入力 した利用者IDが 正しいかを確認する。確認終了
後、設定を変更する。

利 用者IDをXXXI2345に 変 更 します 。

確認(y/n)

上記画面中XXX12345は 入力した利用者IDを 表示する。nを 選択 した場合、設定メ
ニa・一に戻る。yを 選択 した場合、以下の画面を表示後、キー入力待ちとなる。

利用者IDを 変更 しました。

設定メニ ュー一に戻 ります[Enter]キ ー・■を押下 して下 さい。

【Enter】 キ ー を 押 下 後 、 設 定 モ ー・一■ド画 面 に 戻 る 。

3,2電 話回線設定変更

設定メニュー・より2を 選択すると以下の画面を表示する。

電話回線設定変更

内線電話から発信ですか?(y/n)

上記画面表示後、利用する電話回線を選択する。nを 選択 した場合、外線接続 とみな

す。内線を選択す るとゼロ発信、ダイヤル トーン検出を行 う.【Ellter]キ ーのみを

入力 した場合、設定メニューに戻る。

選択後、以下の画面を表示 し、電話回線ダイヤル方式を入力待ちする。

プッシュボタン式ですか?(y/n)

上記画面表示後、利用する電話のダイヤル方式を選択する。nを 選択した場合、ダイヤル
パルス式 とみなす。 【Enter]キ ーのみを入力 した場合、設定メニューに戻る。
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選択後、以下の画面を表示 し、入力した電話回線種類が正 しいかを確認する。確認終了

後、設定を変更する。

X線 電話、YYYY式 に変更します。

確認(y/n)

上記画面中Xは 選択した内/外 線のどちらかが、YYYYは ブ ッシュ/ダ イヤルの どち

らか選択 したほうを表示する。nを 選択した場合、設定メニュ・一一・・に戻る。

yを 選択 した場合以下の画面を表示 し、キー入力待ちとなる。

電 話回線 種類 を変更 しま した。

設定メニ ュー一に戻 ります[Enter]キ ー一■を押下 して下 さい。

[Enter]キ ーを押下後、設定メニューに戻る。

4.通 信手順

メインメニューよ り接続を選択すると以下の画面を表示する。

接続メニュー

1)東 京都内からの発信

2)柏 市内か らの発信

3)そ の他の地域からの発信

4)終 了(メ インメニュ・…■に戻る)

機能選択 して下 さい。

状況に応じて項目を選択する.都 内又は柏市内からの発信の場合は1ま たは2を 選択す
る.上 記2ヶ 所以外から発信の場合は3を 選択する。

4.1東 京都内からの発信

接続メニュー一より1を 選択すると以下の画面を表示する。

東京アクセスポイン トを呼び出します。

確認(y/n)

選択 したアクセスポイン トが正 しいかを確認する。yを 選択 した場合、回線接続手順を開始する
.nを 選択 した場合、接続メニューに戻る。

4.2柏 市内からの発信

接続メニューより2を 選択 した場合はA/Pが 柏に変わるだけで後は東京都内からの発
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信と同じである。 「4.1東 京都内からの発信」を参照する。

4.3そ の他の地域からの発信

都内、柏市内以外は電話番号を登録 していないのでA/P-一 覧を参照しながら電話番号
を入力する。接続メニューよ り3を 選択すると以下の画面を表示する。

MORE-一

幌
館
路

札
函
釧

青森

1200BPS

O11-251-8050

0138-54-7061

0154-22-6177

0177-73-5810

2400BPS

OII-232-2979

一－MORE-一

表示内容から最適なA/Pを 探す.表 示内容は、[SP]、 【Enter]キ ー等を押
.下することにより次ベージに進む。

A/Pが 見つかった場合は番号のメモをとるか、[Ctr1】+【C】 を同時に押下 し

て必要画面で止め、電話番号入力作業に移る。表示データが無 くなると電話番号入力画面

になる。

電話番号を入力す るには最後までデータを見るか、キー入力により表示を止める必要が

ある。

電話番号入力時は、以下の画面を表示する。

電話番号を入力して下さい?

電話番号を見やす くする為に"一"や"("、")"を 入力できる。

電話番号を入力すると以下の画面を表示する。

123456789を 呼 び出 します。

確認(y/n)

上記画面中123456789は 入力した電話番号である。入力した電話番号が正しい

場合、yを 選択する。yを 選択 した場合、回線接続手順を開始する。nを 選択 した場合、

接続メニューに戻る。

5,回 線接続、回線切断手順

5,1回 線接続手順

回線接続ソフ トウェアはNifty-Serveへ のダイヤル、ログインを自動的に行

う。オー トダイヤルに関しては事前に設定したものを使用する。利用者IDは 、あらかじ
め設定 してあるもの とする。

A/P選 択後(又 は電話番号入力後)、 以下の画面を表示する。
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上記表示がでた ら、Nifty-Serveの パスワー ドを入力す る。

注意:パ ス ワー ドを間違 える とNifty-Serveヘ アクセ ス した際にエ ラー とな

る。

Nifty-一 －Serveか らエ ラーメ ッセPtジ の後 に 「EnterPasswd-一 一〉」 と表

示 され るので 、再度正 しいパス ワー ドを入力す る。

以後、オー トダイヤル 、オ ー トロ グイン機能によ りNifty-Serveが 使える状

態(Nifty-Serveの トップメニ ュー表示)ま で 自動的に進 み、Nifty-S
erveが 操作可能 となる。Nifty-S .efveの 操作 方法はNifty-Serv
eア クセ スガイ ドを参 照す る。

5,2回 線 切断手順

Nifty-Serveは 操作終了後 も回線を切断 しな いため、プ ログ ラム終了 時に端

末側にて 回線 を切断す るよ う設定 している。

Nifty-Serveはbyeコ マン ドを入力す ると、利用時 間を表示 し、 その後

「Ol・]を 表示する。以下 にNifty--Serve終 了画面 例 を示す 。

電 子メール(1:受 信
>BYE

LOGIN87/12/3121:15:00

LOGOUT87/12/3121:49:12

ご 利 用 時 間 は 、34分12秒 で した 。

ご 利 用 誠 に あ り が と う ご ざ い ま した 。

次回のアクセスを、お待ちしています。

この状態は回線をまだ接続 したままである。 【ESC]キ ーを押下 し、プロンプ トが出

たところで'q'を 入力する.こ の操作によ り回線を切断 し、プログラムを終了する。プロ

グラム終了後、MS-DOSコ マン ドレベルに戻る。プログラム終了時の画面例を以下に

示す。

次回のアクセスを、お待ちしています。

6.必 要情報(フ ァイル)の ダウン ロー ド、ア ップロー ド

6,1ダ ウンロー・■ド、ア ップ ロー ド機能

ダウンロー ド機能 を使用 しNifty-Serve上 の フ ァイル をパ ソコン上 に取 り込

んだ り、逆に ア ップn-一 ド機能 を使いパソコン上 にあ るフ ァイル をNifty-Serv
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eへ 送ることができる。本機能は端末ソフ トウェア機能を使用 している。

以下に端末ソフ トウェアの基本的な考え方を説明する。

6.2タ ー ミナルモー・'・ドとコマン ドモー ド

通信ソフ トには夕Ptミ ナルモ・…■ドとコマ ン ドモー ドがあ る.Nifty-Serveへ

の通常の操作はター ミナルモー ドにて実行す る。ダウンロ‥ ド、ア ップロー ド機能はコマ

ン ドモー ドにて実行する。 コマ ン ドモー ドでは この 他に も各種 コマン ドが用意 されてい

る。詳細は、端末 ソフ トウエアのUSER'SMANUALを 参照す る。

モー ドを移行す る方法 を以下に示す。

ターミナルモー ドからコマン ドモー ドへの移行
コマン ドモー ドからター ミナルモー ドへの移行

[ESC]キ ー押下

[Enter]キ ー押下

6.3ダ ウン ロー ド、 ア ップロー ドコマン ド使用 方法

コマン ドモー ドにおい てダウン ロー ドにはxdコ マン ド、ア ップ ロー・・一・ドにはxuコ マ ン ドを

使用 する.コ マン ドフォー マ ッ トを以下に示 す。

xdダ ウ ンロー ド後 のフ ァイル名

xuア ップ ロ…一合ドす るフ ァイル名

注意:ア ップロー ド、ダウンロー ドともカレン トディレク トリを対象 とする。

カレン トディレクトリ以外を使用したい場合は、フルパスを指定する。

例:>xdA:¥PDS¥DOWNFILE.TXT↓

操作 例:

1)フ ォーラム、電子会 議な どで ダウン ロ・一ドしたい フ ァイル を指定す る。

2)通 信手順 を聞いて くるので、XMODEMを 選択す る。

3)次 に開始OKを 選択す る.

4)し ば らくす る と 「一ダ ウンロー・一ド開始 一」のメ ッセ ージが表示 され る。

5)こ こで、{ESC]キ ーを押下 し夕Ptミ ナル をコマン ドモPtド にす る。

6)プ ロンプ トが表 示 され た らXiコ マン ドをフ ァイル名 とともに入 力す る。

7)ダ ウンロー ドを開始 し、終了後は 夕一口ミナルモー ドに戻 る。

7.そ の 他

通 信 ソ フ ト、Nifty-Serveの 詳 細 に つ い て は 下 記 の マ ニ ュ ア ル を 参 照 し て 下

さ い 。

・通 信 ソ フ ト...,..,..ULTminiVersiolll .09

USER'SMANUAL

・Nifty-Serve ...Nifty-Serveア ク セ ス ガ イ ド
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